長岡京市第4次総合計画第3期基本計画策定支援業務委託仕様書（案）
１．業務の名称　　長岡京市第4次総合計画第3期基本計画策定支援業務
２．業務の目的
　長岡京市は、平成28年度より、15年間を計画期間とする「長岡京市第4次総合計画」を策定し、目指すまちの将来像を「住みたい　住みつづけたい　悠久の都　長岡京」と掲げ、総合的かつ計画的なまちづくりを実施してきた。

長岡京市第4次総合計画第2期基本計画が令和7年度で目標年度を迎えることにより、令和8年度より開始する第3期基本計画の策定を令和6年度より開始する。
第1期・第2期基本計画を踏まえ、現状・課題・ニーズを十分把握し、市民の参画と合意を得ながら、実効的な計画を効率的かつ着実に策定する必要がある。

広範囲にわたる基礎データの収集解析や市民意識の把握など、客観的かつ専門的な情報分析を行う必要があるため、豊富な経験と高い専門知識を有する事業者に長岡京市第4次総合計画第3期基本計画策定に係る支援を委託するものである。
３．第4次総合計画の概要

総合計画

市の将来の長期的な展望の下に市政のあらゆる分野を対象とした総合的かつ計画的なまちづくりの指針であり、基本構想、基本計画及び実施計画の3層構造とする。基本構想を15年間とし、基本計画は各5年間の計画とする。

基本構想

市の将来像及びこれを達成するための政策の大綱を示したものとし、平成28～令和12年度の15年間を計画期間とする。
基本計画
基本構想に基づいて市域の総合的かつ一体的な整備に必要な方策及び手段を示したものであり、基本構想の体系に基づいた構成を行う。第3期基本計画は令和8～12年度の5年間を計画期間とする。

実施計画

基本計画の具体的な実施に関して、基本計画を期毎に前期3か年計画を策定し、2年を経過した時点で後期3か年計画を策定する。計画の維持及び運用の弾力性を確保するため、毎年度内容の見直しを行う。第3期基本計画前期実施計画は令和8～10年度を計画期間とする。
【計画期間図】
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４．業務の内容
(1)基礎調査及び支援

1 長岡京市の現状・課題の調査分析

2 市民アンケート調査の実施（3,000部程度、調査票印刷、配付、回収、集計、分析）
3 市公式ＬＩＮＥアカウントより発信する市民アンケート調査の実施（②の簡易版を想定）
4 第2期基本計画総括

5 社会動向及び国、府が策定している計画やプラン等の長岡京市への影響調査分析
6 関連計画の整理と分析
7 その他市民ニーズ・本市特性を把握するための調査・提案
(2) 基本計画の策定支援
　※原則、第2期基本計画を踏襲し策定を行う。

1 基本構想に基づいた体系の作成

2 政策ごとの背景、課題、取組方針の作成

3 基本計画素案の作成
4 長岡京市まち・ひと・しごと創生戦略の基本計画への統合
5 内閣府発出「計画策定等における地方分権改革の推進について」に基づく基本計画への下位計画の吸収

6 その他実効性のある計画とするための提案
1 (3)市民参画・合意形成のための各種会議等運営支援

2 総合計画審議会 (全体会3回程度) の運営方法検討、資料、議事録作成

3 総合計画審議会分野別部会（３部会を同日開催し３回程度）の運営方法検討、資料、議事録作成
※ 但し、会議等の企画運営に関しては事務局と調整のうえ行う。

4 デジタル技術（市公式LINE等のSNSや、他プラットフォームを活用した新規提案）を用いた市民参画・合意形成の検討・提案、及び市民・職員に浸透する基本計画とするための手法の検討・提案
(4)その他

1 第3期基本計画の策定に関して必要と認められる業務
５．成果品
1 市民アンケート調査報告書（データ一式、Word形式、PDF形式、Microsoft Excel 2019で作業できるもの）

2 令和6年度 業務報告書（データ一式、PDF形式）
６．業務の期間
契約締結時～令和7年3月31日
７．事業費
　　　本業務の参考業務規模は、16,000千円（消費税及び地方消費税相当額を含む、予算額）程度を想定している。　　　
８．契約方法
　　　市は、公募型企画競争方式により特定された事業者と随意契約を行う。

９．その他

· 業務には、十分な経験と知識を有する者を配置すること。

· 受託者は、本業務を円滑に遂行するため、業務の進捗に沿って長岡京市と十分打ち合わせを行うこと。

· 本仕様書に記載されていない事項であっても、業務の実施上必要と認められる事項については、事務局と協議の上、実施すること。

· 業務に必要な資料等で長岡京市が所有している提供可能な資料等については貸与する。この場合は、業務が完了した後、すみやかに返却すること。

· 本業務において取得することとなった個人情報その他の秘密を他人に漏らしてはならない。業務終了後も同様とし、この業務に携わる従事者全員に徹底させること。
· 業務完了後、受託者の責任に帰すべき理由による成果品の不良個所が発見された場合は、速やかに市が必要と認める訂正、補足、その他必要な措置を行い、これに必要な経費は受託者が負担すること。
